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小
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1
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1
当

≠
∴
ト
　
1
　
日
、
帖

．
】
納
珊
∵
′
　
代

竃
丁
目
　
●
　
1
　
小

菅　－

、　巨

一
九
六
円
年
度
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て

ー
ト
∵
り
．
ト
ヾ
∴
一
‥
∵
十
㍍
斗
－
‥
り
一
日
ー

り
圧
の
与
告
諭
餌
扉
右
前
1
－

げ
諸
人
上
溝
‖
誹
賢
い
御
審
議
こ

よ
り
且
U
J
な
御
批
‖
・
ヤ
仰
‥
か
い

耶
■
r
L
あ
り
ま
■
▼
」
。

回
峨
勤
し
ま
で
竜
l
ば
札
か
付
」

に
就
任
以
来
、
講
‖
誹
円
い
御

仙
‥
と
御
桁
箪
州
に
村
代
れ
付

の
御
捕
り
に
よ
り
業
務
一
ヤ
進
め

つ
つ
あ
り
ま
丁
こ
と
一
望
箪
甜
申

し
上
げ
、
一
九
ぺ
四
咋
痙
イ
ね

編
成
〃
針
一
｝
】
苗
倶
的
に
ま
と
め

＼
て
巾
－
上
げ
ま
丁
。

′
∵
故
人
面
に
つ
い
て
は
ー
∵
0
第

二
回
臨
時
議
会
に
於
い
て
議
〓

名
付
よ
り
村
税
の
納
税
率
か
あ

ま
り
か
ん
は
し
く
な
い
の
て
こ

れ
を
孜
吾
し
て
ほ
し
い
と
桁
摘

さ
れ
ま
し
た
作
に
つ
い
て
は
そ

の
原
因
を
究
明
す
る
と
同
時
に

納
税
思
想
の
柵
川
村
を
計
り
村
財

政
の
郁
L
V
■
を
計
っ
て
円
さ
ト
ト
い

と
思
い
ま
す
。

阜
歳
出
予
算
の
議
会
門
、
役
所

班
、
椚
防
費
、
選
挙
郡
に
釈
い

る
取
日
給
元
の
改
吾
に
つ
い
て

は
御
承
知
の
よ
う
に
咋
ヤ
物
師

が
上
付
L
R
錯
牛
山
に
岡
確
を

き
た
丁
現
状
に
あ
h
又
政
府
よ

り
地
左
目
沼
作
の
職
‖
鈴
与
孜

澤
等
の
剛
告
も
あ
り
m
（
1
の
給

与
改
書
一
｝
二
日
い
た
い
と
想
い
ま

す。仁
一
．
巨
レ
‖
抑
川
に
矩
い
て
は
八
・

阿
山
糾
隼
度
亭
缶
た
は
消
防
叩

購
八
州
∵
こ
し
て
代
目
h
朋
…
に
ー

て
あ
り
ま
寸
が
こ
か
に
つ
い
て

は
政
府
補
助
、
介
弼
7
7
賃
金
等

村
　
長
　
伊
　
礼

′
ヤ
り
ま
l
∵
再
中
一
丹
叫
・
＼
乙
、

い
と
書
イ
一
∵
わ
＝
玄
L
J
。
℃
′
－

付
∴
化
し
刊
高
か
吊
．
．
ム
j
t
・

「
．
′
H
、
・
両
∴
＝
保
付
．
上
し
か

い
ま
ー
▼
J
か
、
二
か
㍑
托
L
T
ハ
ご

が
そ
の
勺
へ
冊
に
～
」
∵
わ
一
り
＝
旧
■
し

ありえー」。

四
川
乱
十
来
由
ド
つ
い
て
は
、

1
徽
往
来
か
ら
の
懲
登
て
あ
る

水
道
車
史
だ
つ
い
て
は
、
周
作

琉
球
剛
毛
作
八
八
バ
封
の
手
に
上

っ
て
珊
碩
北
山
が
進
め
、
h
オ
l
て

お
り
て
そ
れ
と
ヤ
目
し
て
水
沼

耶
業
悪
可
、
資
金
ぶ
画
等
の
町

僻
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
て
一

九
h
ハ
門
隼
ム
∬
豆
廠
申
に
は
、

水
道
御
車
毒
点
茶
し
た
い
所
存

で
あ
り
ま
す
。

2
墳
路
抑
水
路
の
改
画
に
つ
い

て
は
村
排
日
の
予
鶏
で
一
一
ヶ
所

政
府
輔
的
∫
車
一
ヶ
所
や
弼
円

資
金
に
よ
一
〇
エ
車
t
㌧
所
、
計

四
ヶ
所
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

3
現
在
の
と
こ
ろ
敬
作
の
陳
情

＃
が
提
出
さ
j
l
て
お
り
ま
す
が

こ
か
に
つ
い
て
は
村
建
設
工
刊

五
ケ
勺
ぶ
両
井
を
樹
“
V
L
そ
れ

に
よ
っ
て
村
の
す
べ
て
の
エ
印

を
運
机
て
行
き
た
い
と
冊
ひ
い
ま

ー
q
 
C4

道
路
維
持
袴
誉
門
に
つ
い
て

は
失
業
対
策
車
芸
と
抱
き
合
せ

て
村
道
蹄
の
一
般
修
理
や
挿
行

L
T
H
′
、
計
両
∵
あ
り
ま
寸
。

恥
枇
余
及
び
カ
勘
地
肌
成
典
に
つ

い
て
1
規
在
村
に
は
：
た
い
∴
′
l
　
（
七

七
ヒ
ヘ
）
　
の
困
封
川
掃
い
あ
り

春
　
日
＝

ま
う
の
て
こ
い
〃
、
鳥
目
日
管

に
‥
＝
「
．
．
翔
　
へ
捏
′
廿
㌧
ト
∴
相

互
、
い
仙
）
　
い
帽
曲
折
賢
一
丹
り
ヘ

ム
か
サ
∵
拍
車
の
如
拙
賢
金
一
丹
】

代
し
？
∵
－
か
‥
い
り
1
キ
汗
．
り

2
よ
っ
∴
歳
へ
て
華
例
制
定
に

な
り
ま
し
た
徹
せ
隼
′
宜
条
例
に

よ
っ
て
隼
．
．
回
敬
老
隼
余
を
ゼ

拾
L
r
．
一

3
苓
姉
川
休
へ
の
祁
助
令
に
つ

い
て
は
そ
の
句
黒
を
卜
け
あ
げ

て
い
た
だ
く
い
八
か
ら
J
理
面

の
吊
や
並
に
逮
捕
面
に
助
∴
与

り
へ
た
い
と
配
い
ま
す
。

4
失
業
対
策
車
業
に
つ
い
て
は

閤
款
卜
木
葉
と
抱
き
入
日
や
て
そ

の
効
果
を
ト
イ
一
た
い

5
爪
業
榔
増
車
業
に
つ
い
て
は

未
亡
人
油
に
川
嶋
加
入
を
対
象

笹
手
工
芸
の
講
東
本
と
展
示
会

の
関
榔
鴫
び
政
府
予
竹
に
依
る

諸
講
習
会
等
を
実
施
し
家
内
工

芸
の
柑
進
を
刈
り
尚
1
日
少
年
の

就
耽
訓
練
を
行
い
多
数
の
1
・
1
日
少

年
の
就
職
斡
煉
故
び
利
他
を
点

り
木
上
就
職
レ
日
に
対
し
て
は
嘩

勧
語
を
支
出
し
て
青
少
年
の
就

職
を
触
り
に
推
進
し
て
汚
さ
h
h

い
所
存
て
あ
り
ま
す
小

四
保
健
商
号
に
つ
い
て

1
伝
菜
摘
．
r
防
に
つ
い
て
は
、

昨
叩
当
村
に
ホ
約
八
壷
一
の
不
平

一
ぜ
招
き
ヰ
し
い
∵
〃
、
一
．
唯
と
か

よ
う
な
里
が
起
ら
な
い
よ
う
て

諾
い
咄
病
は
未
然
に
抑
止
守
る

．
1
－
が
か
／
・
、
ト
・
′
ハ
て
ご
さ
い
ま
l

て
へ
・
1
度
こ
れ
が
廿
…
片
笑
で
左

リニー〃
ト
二
∴
H
．
■
け
力
・
り
′
′
．
1
　
1
・
J
．
㌧

■
　
い
↓
　
り
日
へ
n
∴
∵
皇
ケ
石
川

【
一
才
．
1
・
・
・
・
・
・
】
．
㍍
（
．
隼
軋
上
前

h
U
H
一
■
‥
。
＼
ウ
　
リ
ヽ
∴
㌧
砧
∴

ト
・
■
L
∴
　
■
鋸
彬
、
こ
∴
し
∵
∴
n

l
く
㌣
誹
′
∴
隼
け
ん
．
刷
－
∵
こ
か
か

認
り
叫
一
∵
‥
‥
い
∵
■
′
1
j
ノ
、
・
石
神
㌧
⊥
・
け

り
ま
．
■

3
本
村
の
木
柾
の
懸
解
－
ふ
＝

ま
し
い
一
明
乱
射
丁
土
尤
哺
料
し
ま

ー
∴
．
の
二
二
才
l
か
運
H
等
に
つ

い
て
は
剛
心
い
汀
ハ
」
や
は
ら
い

そ
の
日
伸
一
〃
接
朕
軟
－
∴
い
と

思
い
立
、
一
1

L
席
y
㍍
済
∴
′
I
い
て

1
、
本
村
の
川
地
面
机
は
戦
口

の
．
圧
、
六
九
∩
坪
か
ら
一
九

九
八
勺
に
始
ま
つ
∴
り
糀
塙
地
解

消
再
薮
だ
よ
っ
て
現
在
の
川
地

面
梢
．
七
日
、
O
U
h
坪
と
飛

紺
的
h
h
伸
長
唯
を
小
し
∵
い
一
り

が
該
釧
他
山
新
人
だ
が
日
加
蕪
地

や
再
往
、
原
野
等
を
開
墾
し
て

造
成
．
し
た
痩
地
か
ら
な
り
圧
種

の
川
か
・
h
見
た
場
人
目
に
他
両
町

村
に
比
‥
机
し
て
署
し
′
ヽ
中
根
率

が
下
削
っ
て
い
る
拭
健
に
あ
t
O

の
∵
木
隼
雌
に
わ
い
て
け
什
産

収
益
を
引
上
げ
ろ
ト
ト
め
の
車
業

計
画
と
限
ら
れ
た
扶
少
な
桝
地

の
高
度
利
用
に
よ
っ
て
村
内
偶

要
丑
の
日
拾
体
制
を
解
へ
て
H

く
方
針
て
あ
る
。

2
普
通
作
物
舅
帆
里
業
∴
柚
木

年
哩
か
ら
村
f
f
の
跳
登
朽
岡
を

紆
胃
し
、
外
頼
鵡
や
の
満
々
胃

成
し
て
新
鮮
な
菰
禁
の
1
拾
‖

足
を
同
一
P
r
め
に
鈍
基
代
り
の

噴
勅
普
及
と
宅
地
円
の
空
地
キ

帯
瞳
に
利
用
サ
■
め
る
た
め
に

探
指
摘
を
設
置
弓
一
〇
計
画
て
あ

る
と
旺
ハ
に
甲
朔
栽
別
や
夏
場
の

野
彗
栽
蛸
の
普
及
を
阿
る
た
め

に
村
で
寒
冷
抄
ビ
ニ
ー
ル
利
扇

に
依
る
試
験
栽
僧
と
罵
鈴
紫
等

の
増
産
等
を
図
一
〇
九
針
て
あ
り

ます。
3
、
借
用
作
的
奨
励
車
乗
計
画

n
∵
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ト
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上
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一
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・
∴
．
い
」
付
　
」
で
・
〓
＝
J
t
l

几
ご
▼
鵜
沼
n
加
斗
∴
J
J
ト
　
仇
の

溝
パ
ケ
∵
小
一
闘
い
一
半
帰
山
引
－

げ
与
川
吾
〃
許
∵
1
∵
・
ご
▲

4
、
り
紆
肥
料
軒
縦
や
輌
車
上

－
地
作
り
沃
椚
碑
石
m
．
り
し
一

去
汁
か
て
い
【
り
か
木
村
の
用
地

は
一
′
の
拾
ん
L
一
十
洩
り
∴
上
丘

t
′
、
痩
地
と
h
り
つ
て
い
一
？
い
J

M
・
帰
一
仲
一
挙
げ
る
じ
か
・
わ
は
先
寸

地
り
の
増
進
′
｝
一
l
や
り
h
h
け
オ
l
げ

朝
里
一
付
承
t
r
ろ
こ
と
が
出
来
な

い
の
一
㌧
日
給
肥
料
の
増
確
証
両

キ
・
エ
上
ふ
“
日
印
の
椚
席
を
図

ろ
〃
釦
一
し
，
の
り
ま
ー
一
。

5
、
病
小
煩
‥
防
除
小
芋
汁
両

本
村
に
お
い
て
は
週
卜
山
に
も
痛

山
里
＝
の
異
拭
発
情
が
広
博
聞
に

．
日
．
つ
て
‥
い
く
廷
し
仁
例
も
ぺ
′
、
柄

山
里
‥
の
l
婿
除
計
画
は
従
来
卜
竹

左
塑
吊
や
ィ
て
て
来
告
が
用
地

面
相
も
増
人
1
作
付
抑
無
も
ち

印
に
‖
り
、
わ
行
唯
に
お
い
て

は
曲
根
灘
伎
r
旗
H
の
充
実
を

周
り
だ
作
物
の
減
収
の
川
を
な

す
梢
山
里
‥
の
ハ
化
合
駆
除
一
骨
図
る

〃
針
で
あ
り
ユ
そ
■
l
㌔

6
、
轟
魔
境
励
再
五
詳
品

従
米
の
擾
艮
輔
轟
抽
入
補
助
車

業
に
よ
っ
て
は
傑
良
‖
…
柿
の
替

り
　
ノ
か
黒
は
ト
ノ
、
な
い
の
て
村

有
挿
轟
　
（
抑
膵
）
　
を
抽
入
し
繁

殖
き
骨
る
計
画
て
あ
り
ヰ
ー
。

先
ず
左
・
－
唯
∴
＝
、
∵
は
了
ノ
り

カ
席
の
ぅ
‥
ド
ト
・
・
り
、
抑
、
二

頭
と
チ
ェ
ス
々
－
・
ホ
ワ
ィ
ト
抑

二
兎
の
情
人
を
予
定
し
て
〓
り

ま
す
。
一
出
産
の
奨
励
は
日
給
肥

料
の
W
叫
席
に
も
太
さ
ノ
＼
彫
管
－

ま
す
の
で
人
．
後
は
無
家
新
曲
山
家

の
解
消
を
図
り
家
畜
は
－
作
り

に
欠
′
、
こ
と
の
出
来
た
い
耶
肥

の
隼
廊
捏
て
も
あ
る
の
■
′
し
擾
良

品
輔
の
普
伎
奨
励
を
回
る
力
9
■

で
あ
り
ま
す
わ

7
、
移
艮
奨
励
車
ケ
許
両

．
　
　
▼
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－
一
　
了

一
－
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り
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J

　

ノ

＝

′
J
 
t
手
り
▲
　
、
八
㍍
∵
∴
∴
て
∵
十
一
・
1

極
目
∴
．
い
㌧
つ
り
ー
二
J
T
り
▲
ト
・
I

8
、
帝
人
娠
輿
明
代
＝
ム
ー
＝
り

直
人
柏
木
席
、
け
び
璃
∫
上
の
板

吼
∵
ツ
咽
ろ
∴
机
の
補
助
h
〃
4
．
㌦

†
持
て
あ
り
木
村
は
＃
裾
州
碑
1
▲

漁
ん
石
か
そ
の
人
t
l
l
一
γ
車
し
∵

い
一
り
関
係
か
ら
親
鶏
軒
亨
、
ハ

出
と
缶
両
か
1
1
－
の
ム
‖
成
一
吋
膏
り

農
漁
業
の
振
興
を
促
進
す
ら
㍗

め
に
本
作
哩
に
わ
い
て
次
の
車

業
を
計
画
し
て
〓
－
り
ま
J
n

I
障
良
農
機
巨
頭
大
嶽
助
小
景

2
催
良
輔
苗
町
人
補
助
車
業

3
仰
“
脇
補
助
里
業

4
漁
業
甑
郁
山
車
王
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．
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I

T
∵
〔
∵
L
H
∵
ト
い
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∴
】
㍉
∵
汗

r
 
l
㌦
・
け
木
廿
＝
′
‥
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．
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・

′

り

■

．
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・
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㌧
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．
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ト

ー
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「
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－
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－

＝

・

ノ

一

・

・

－

－

r
L
）
．
4
㌧
　
　
ノ
〓
′
　
七
封
一

J
．
り
壬
f
 
r

9
化
1
、
・
叛
匙
、
∵
∴
い
∵
㍑
例

隼
∵
お
り
圧
∴
回
闇
扉
十
六
万

引
て
あ
り
ま
し
■
1
n
 
H
町
会
に
依

っ
て
日
常
へ
り
る
昔
牛
心
一
丹
－
借
良

－
て
木
村
の
巧
拙
椎
柴
の
璧
厘

◆
付
▲
促
す
た
め
の
H
H
半
数
か
参

加
出
来
ろ
紆
ム
．
1
日
ハ
進
上
∵
－
し
て

村
尺
の
向
上
心
を
‖
川
机
一
？
J
う

し
む
け
ろ
〃
引
一
し
あ
り
ま
す
。

1
0
′
－
縞
改
汽
車
業
に
つ
い
て
、

本
草
業
は
両
九
五
八
帰
来
牛
改

ケ
“
－
プ
日
の
中
生
補
助
苓
椰

冒
車
の
師
表
化
を
榔
絆
し
て
ヂ

施
し
て
さ
ま
L
L
そ
の
日
的
は

ーー■　〓、．

日

　

ソ

′

Ⅰ

＝

　

－

　

　

－

㌧

　

J

」

・
J
・
－
ト
リ
ー

十

〟

＝

J

 

J

・

㌻

・

・

J

　

～

■

ノ

　

　

　

ト

イ

一

　

l

′

・

い

一

－

一

1

　

■

と

ー

■

・

㌧

・

・

V

∴

＝

L

 

I

・

‖

∵

J

J

鞘
‥
日
日
一
・
．
」
．
÷
1
一
石
J
U
H
－
〃
′
リ

ー
．
1
　
一
【
イ
∴
∵
二
r
】
・
し
ー
っ
′
∵
満

目
車
の
け
、
八
的
－
・
化
の
左
向
∵

進
め
㌧
〟
り
′
、
ん
引
ノ
㌧
ふ
＝
⊥
I

H
制
光
車
八
人
∴
つ
い
て
H
、
へ
．

㌧
し
の
よ
う
べ
書
∴
〃
∵
な
詳
し

t
m
莱
・
に
ノ
、
い
を
正
∵
J
た
い
よ
う

細
心
の
往
還
を
け
ら
い
咋
次
計

両
を
作
り
進
め
て
H
さ
小
．
い
、

目
上
簡
岬
に
巾
－
上
げ
王
し
た

が
井
の
他
当
血
す
る
誹
問
題
等

に
つ
い
て
は
順
次
耶
決
し
て
行

′
、
計
両
て
あ
り
ま
す
。
議
‖
姉

に
村
民
外
位
の
御
緩
助
と
御
協

り
を
臓
ノ
ヽ
要
望
守
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

〝
一
九
六
四
年
度
嘉
手
納
村
　
m

才
人
才
出
予
算
に
つ
い
て
．
〟

一
九
‥
ハ
門
勺
唯
千
明
を
触
吠
寸

t
O
に
あ
た
っ
て
ほ
、
巾
椚
村
l
′
1

拾
法
証
に
捏
政
談
の
・
村
仲
に
の

っ
と
り
両
町
村
の
紆
明
は
そ
の

日
的
を
達
成
す
る
「
め
に
必
要

か
つ
最
少
の
限
度
を
攣
た
し
こ

れ
を
せ
而
し
て
は
な
ら
わ
い
と

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
や
算

編
成
に
あ
た
つ
て
は
こ
れ
を
念

節
に
お
き
㍑
郭
を
進
め
て
ま
い

り
貴
し
た
。
尚
研
咋
肱
亭
缶
は

相
の
‥
ケ
咋
の
里
芋
計
画
で
あ

り
ま
し
て
議
会
に
拾
い
T
も
慎

重
審
議
の
結
黒
糖
華
に
．
郡
修

正
が
加
■
÷
l
・
）
オ
l
圭
一
〇
八
′
日
．
－
化

口
識
決
に
な
り
ま
し
た
一
∵
こ
て

木
村
の
本
咋
既
に
が
け
ち
千
倉

職
は
前
号
膣
に
お
け
る
門
川
予

算
箱
九
九
、
h
ハ
二
一
一
弗
（
‥
根
衿

追
加
▲
吏
‥
予
明
視
は
一
九
（
、

‥
八
五
鼎
）
　
に
対
し
て
．
．
二
、

C
∵
几
弗
の
増
て
こ
　
　
ノ

四
日
弗
と
な
っ
て
わ
ー
）
ま
守
か

そ
の
予
草
の
根
要
を
苗
径
的
に

総
務
課
長
　
沖

ま
と
め
て
お
知
・
1
，
け
乃
し
ま
・
↓

〓
才
人
予
算
に
つ
い
て

∧
第
一
款
村
税
に
つ
い
て
は
前

咋
嘩
予
な
お
二
八
、
九
h
ハ
0
雌

に
対
し
て
今
町
唯
は
∵
六
、
一

〔
大
弗
で
七
、
一
E
・
一
ハ
弗
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
れ
は
村

税
の
前
年
候
に
比
厳
し
で
一
、

七
九
七
弗
の
自
然
門
衛
分
と
滞

納
繰
越
忠
正
、
一
二
り
几
弗
の
椚

と
左
つ
て
お
り
ま
寸
そ
こ
で
村

が
車
業
汁
面
揃
に
車
業
◆
岬
一
朝
一
日

し
て
．
〓
′
、
に
は
付
民
社
絹
の
仰

協
力
を
り
ま
し
て
村
財
政
の
碓

十
を
け
ら
左
け
れ
は
わ
ら
へ
い

の
で
今
坪
は
こ
れ
に
力
を
注
★

鯉
令
な
府
両
虎
の
確
立
各
点
㍉

て
〓
ノ
、
所
存
で
あ
り
ま
す
。

へ
第
一
．
談
市
町
村
交
付
楔
は
前

年
旺
一
五
、
〔
∴
、
）
0
鼎
　
（
戚
終

予
算
紙
∵
八
、
二
．
札
一
弗
）
　
に

封
し
て
へ
．
咋
唯
予
弟
街
は
∴

日
、
六
九
八
弗
て
打
、
‥
へ
九
八

仰
の
椚
に
な
っ
て
お
り
ま
寸
が

波
　
ホ
　
行
　
徳

こ
か
け
状
準
財
政
謂
東
鶉
の
一

七
％
の
の
び
等
で
あ
り
ま
す
。

′
第
．
．
一
款
肘
薙
収
入
に
わ
い
で

は
作
等
収
入
が
．
、
四
．
：
抑

普
通
叫
腰
収
入
か
∴
．
、
門
六

七
椰
計
一
三
、
八
七
九
弗
で

前
作
庇
に
比
粧
し
て
M
、
二
托

五
弗
の
減
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
こ
か
は
講
和
前
の
地
料
四
、

一
二
二
鼎
の
収
互
見
浦
し
か

つ
か
ず
予
算
訂
卜
さ
か
て
な
い

分
－
二
某
鱒
J
よ
り
の
配
り
華
か

な
′
、
な
っ
た
分
l
■
さ
の
り
ま
す
。

′
郡
川
北
使
用
料
伎
J
r
梨
料

は
前
里
堰
同
様
四
、
八
六
八
弗

に
な
っ
て
お
り
ま
ト
一
n

∧
第
正
鵠
政
府
土
日
企
㍑
前
車

唯
と
大
月
は
h
ソ
、
一
）
、
▼
、
＼

∴
柵
に
h
h
つ
て
い
り
り
・
・
人
「
。

へ
耶
h
ハ
款
寄
附
た
け
州
叩
度
両

種
椚
日
付
間
．
和
し
∴
㌧
つ
て
お

．
り
ま
～
。

′
▼
第
七
．
祓
繰
入
余
に
つ
い
て
は

前
章
町
長
一
代
〓
作
間
四
川
で
あ

l

 

L

　

　

　

　

．

　

〓

・

〓

∵

．

∴

‖

バ

　

　

ー

ノ

一

∴

－

〓

一

ゝ

・

　

　

ト

一

㌧

リ

・

し

▲

∵

」

、
日
．
、
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
、
　
－
L

圧
服
　
■
二
両
∴
り
「
′
∵
性
〓
　
（
由

り
叱
′
1
n
し
　
い
日
射
∴
わ
い

粁
刷
H
の
膏
的
＝
い
f
H
等
∴
よ
っ

′
、
1
－
7
′
ド
領
　
▼
ふ
・
リ
i
㌻
〔

′
椚
几
嵩
雑
収
入
㍑
前
咋
川
底

、
七
㍍
什
而
∵
ニ
】
j
l
が
巨

な
ら
も
の
け
井
紬
わ
t
血
　
（
価

地
番
）
の
汀
〓
竹
村
が
一
一
〇
、
ヒ

五
〇
弗
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
簡
車
に
才
人
子
持
を
お
即

ち
せ
し
ま
L
r
か
、
木
咋
唯
の

才
人
予
算
鞠
は
り
二
．
▲
∴
ハ
四

一
弗
で
嗣
隼
唯
よ
り
二
二
、
し

一
九
の
椚
と
な
っ
て
お
り
ま
守

臼
才
日
子
堺
に
つ
い
て

八
第
」
款
鰻
会
費
に
お
い
て
は

八
、
八
七
一
弗
で
前
印
度
に
比

軒
し
て
一
、
八
n
）
九
弗
の
椚
と

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
れ
は
講
余

満
月
の
報
酬
並
に
事
務
局
職
H

の
待
遇
改
葬
兆
の
他
等
に
よ
っ

て
僧
職
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

△
第
一
．
款
役
所
升
は
嗣
年
暦
よ

り
四
、
末
五
三
弗
の
増
で
四

四
、
八
二
円
弗
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
が
発
な
る
も
の
は

職
‖
給
与
控
誹
卜
当
等
の
待
】

遇
改
喜
市
廠
尋
の
拡
販
晶
た
涙

再
部
屋
の
模
様
詐
等
に
よ
争
も

の
で
特
に
租
日
給
り
改
吾
に
つ

い
て
は
諸
物
価
の
値
上
り
そ
れ

に
政
府
よ
り
地
力
‖
拾
休
職
日

の
待
闇
改
薫
別
什
＝
「
市
町
村
約

円
の
姶
り
改
杏
の
拭
準
亘
請
町

村
に
祝
日
〃
葡
八
十
場
か
ら
一

二
一
‥
弗
　
（
本
村
に
わ
い
て
は
一

（
り
り
州
支
離
）
助
役
．
へ
圧
弗
か

ら
几
0
仰
　
（
本
村
に
蛤
て
は
八

五
弗
と
拾
）
収
＼
柁
1
．
ハ
‥
弗
か

ら
八
つ
弗
（
本
村
に
於
い
て
は

八
こ
珊
支
給
）
一
姫
耽
り
平
均

四
江
弗
か
ら
正
八
州
　
（
本
村
に

於
い
て
は
正
し
へ
弗
七
、
」
仙
弱
支

給
）
糊
来
r
H
．
托
＝
％
か
ら

∵
九
つ
％
　
（
木
村
に
拾
て
は
∴

∴
C
J
％
に
一
↑
弗
ヒ
拾
）
　
に
引

ヽ
一
七
け
ち
」
等
に
依
∵
し
日
日

ハ
　
し
け
の
▲
ハ
期
日
照
一
∵
り

め
て
〓
ノ
、
こ
と
に
持
主
－

」
小
畑
F
I
こ
し
一
、
．
．
．
【
－
1
・
．
L
㌧

村
こ
れ
等
刑
　
（
h
∵
り
石
へ
∴
つ

り
）
一
∴
、
弗
住
民
へ
り
録
∴
⊥
ろ

毎
日
の
苓
区
の
世
相
難
．
仲
川

当
宜
仙
そ
れ
に
運
、
日
照
、
（
り
山
絶

品
代
家
√
－
1
日
）
　
に
符
H
n
㌧
人
に
ぺ

弗
の
誹
■
八
、
五
七
h
ハ
弗
開
山
イ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
r
。

八
第
．
い
識
消
防
班
に
つ
い
て
も

職
L
l
拾
り
の
改
吾
等
を
〓
つ
に

た
め
前
車
唯
よ
り
増
寵
に
h
与
り

予
汀
観
七
、
冗
C
几
柵
と
h
h
つ

て
お
り
ま
す
尚
当
村
に
は
人
間

消
防
車
二
八
日
・
／
1
プ
中
．
人
目
の

計
二
一
八
日
保
有
し
て
お
り
ま
寸
が

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
存
命
に
さ
て

が
り
消
防
活
動
を
卜
．
．
分
に
〓

う
に
は
政
府
補
助
介
弼
官
省
食

等
を
得
ま
し
て
柄
巾
を
購
入
r

る
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

∧
第
四
放
h
木
鷺
は
一
門
、
正

∴
五
州
で
そ
の
※
な
る
も
の
は

道
路
維
持
膵
構
費
（
一
般
愕
如

並
に
小
さ
な
エ
再
）
　
に
．
．
、
八

C
一
弗
道
錯
簡
設
孜
良
明
に
一

∩
、
七
〇
一
弗
こ
れ
は
〓
水
滴

貸
往
宅
地
円
排
水
路
上
旬
　
（
政

府
補
助
八
〇
％
予
定
）
　
〓
七
代

地
M
排
水
精
工
里
（
弁
務
出
所

金
一
．
、
五
三
二
弗
受
領
済
）
　
ト

六
匡
地
目
排
水
描
工
再
刊
の
他

等
と
㌧
ハ
つ
て
お
り
ま
す
。
そ
か

か
ら
都
市
計
画
門
に
‥
、
■

∴
弗
こ
れ
は
測
晃
設
加
に
必
梨

な
消
経
口
…
邦
の
他
で
特
に
水
浴

車
W
木
に
つ
い
て
は
調
告
増
し
か

手
許
詔
上
さ
れ
て
お
り
ま
帝
人

か
こ
の
件
に
つ
い
て
は
数
年
来

か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
て
村

と
し
て
は
そ
れ
が
紺
量
。
一
成
計
は

完
了
し
て
お
り
現
在
賢
人
〟
‥
㌦
耐

（
囲
′
ゼ
J
り
腎
・
ザ
m
∴
「
正
し

証
に
小
男
〃
肌
可
手
紙
等
の
仲
僻

を
進
め
て
お
り
ま
す
の
て
人
上
山

ぶ
鮮
度
申
に
は
給
水
爪
来
る
も

の
と
鯨
い
し
て
お
り
ま
ー

．
■
■
」
」
例
」
関
り
「
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〝
村
民
の
力
を
結
集
し
て

農
業
協
同
組
合
を
つ
く
ろ
う
〟

戦
副
木
相
は
7
．
7
加
丁
机
の
一
部

を
の
ぞ
い
て
は
け
課
目
酢
を
工

作
と
L
G
純
農
村
て
あ
っ
た
か

今
時
大
戦
に
よ
り
村
の
総
面
槌

の
八
宜
％
が
吊
川
畑
に
撲
紀
哀

れ
の
こ
さ
れ
仁
二
′
・
わ
す
か
の

土
地
に
村
民
が
代
人
て
お
り
そ

の
大
部
分
が
住
宅
地
鵬
情
約
と

な
り
兢
地
経
済
に
依
存
し
仁
小

規
模
な
商
工
業
が
登
癒
し
仰
山
′
来

の
み
生
計
を
〃
て
て
お
る
の

は
こ
く
わ
ず
か
で
兼
業
を
〓

っ
て
お
ろ
現
況
で
あ
っ
た
が
般

近
で
は
叩
用
地
内
の
も
′
、
に
人

桝
作
が
認
め
ら
れ
、
瑠
在
て
は

相
の
農
耕
地
両
税
は
一
∴
、
一
一

七
丘
、
六
ア
ー
ル
と
伸
に
し
村

並
に
農
家
は
農
業
牡
鹿
の
向
上

に
山
一
ぜ
注
い
て
お
り
ま
寸
が
当

村
の
ご
と
き
貧
弱
左
机
財
政
力

址
に
困
窮
し
て
い
る
仙
吊
舅
の
紆

済
り
一
■
し
は
こ
れ
か
山
人
軌
を
上
げ

ろ
こ
と
は
細
目
来
意
サ
／
八
の
て
必

然
的
に
槻
吊
比
の
協
同
体
＼
つ
′
、

ら
れ
て
お
ろ
曲
悪
来
協
同
組
合
を

設
立
し
当
村
の
農
業
隼
産
並
に

農
家
鮮
折
を
高
め
て
H
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
人
の
て
村
艮
各

位
に
お
か
か
ま
し
て
は
農
業
協

同
組
合
の
必
要
性
を
御
理
解
下

き
い
ま
し
て
こ
か
が
設
け
‥
に
卸

脇
り
下
さ
い
ま
す
様
お
職
い
し

ま
丁
。
武
一
卜
農
ぷ
協
同
粗
ム
日
の

必
要
性
組
し
き
運
営
等
に
つ
い

て
簡
叫
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

△
農
業
協
同
糾
合
と
は
一
体
ど

う
い
う
も
の
か
。

こ
れ
は
簡
昭
に
申
し
上
げ
ま
す

と
農
比
の
紆
済
隼
溝
を
中
心
に

つ
ノ
ヽ
ら
れ
告
脇
同
約
し
き
体
て

あ
っ
て
農
民
桐
ん
・
の
鮮
済
〓
為

を
協
同
化
し
そ
れ
に
よ
っ
て
農

民
の
揮
済
互
一
帖
の
部
分
的
利
益

を
か
／
、
と
′
、
す
る
手
持
と
し
て

結
成
き
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

∧
農
業
脇
的
組
合
の
車
．
′
木
は
ど

の
よ
う
に
し
て
〓
な
わ
か
ち
か

農
業
協
同
組
合
は
鮮
利
か
F
l
的

で
は
あ
り
ま
せ
八
の
て
糾
台
目

の
韓
折
伏
態
の
攻
西
と
社
会
的

地
位
を
祈
れ
る
た
め
に
粗
台
目

の
有
利
に
な
ち
ょ
う
な
事
業
を

糾
合
u
本
位
に
行
う
も
の
て
あ

り
ま
す
。
満
親
台
．
の
腎
令
も
帯

出
の
拍
許
し
た
資
本
に
よ
っ
て

弔
業
を
′
り
う
駆
睦
か
ら
√
べ
て

の
里
美
は
毎
勺
里
美
け
咤
折
め

の
総
会
に
お
い
て
親
合
い
の
峠

誹
を
揮
て
里
業
を
や
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
¢

＜
農
業
脇
同
約
ム
日
は
ト
い
れ
が
つ

′
、
つ
て
だ
か
か
運
出
す
一
り
の
か

農
業
協
同
組
合
と
い
う
名
称
の

と
お
り
農
雫
の
椚
き
人
力
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
、
そ
し
て
運
営

き
れ
ろ
も
の
二
の
り
ま
す
農
雫

と
い
っ
て
も
粁
消
規
模
の
大
小

は
あ
h
こ
ま
す
が
本
村
の
場
合
冗

〔
・
坪
1
ュ
卜
の
1
地
を
川
座
し
て

一
ケ
隼
の
内
九
〇
日
以
ヒ
農
業

に
従
．
車
す
ら
兼
業
罠
登
の
方
々

も
震
域
と
一
二
し
お
り
ま
寸
ト

へ
」
鵬
局
業
協
同
削
A
H
は
何
故
必
要

で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
人
は
ヤ
八
腔
に
仙
霊
長
を
経
営

さ
れ
て
不
日
山
な
敵
い
を
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
人
か
、
例

え
ば
農
業
無
産
を
訪
め
る
た
め

の
諸
施
設
や
貴
簡
艮
あ
る
い
は

肥
料
別
科
椰
苗
等
の
肺
人
魚
金

の
調
達
と
購
入
す
る
場
合
の
手

冊
や
不
便
そ
オ
l
に
本
村
の
よ
う

に
兼
業
農
家
の
力
々
が
多
い
地

域
に
お
い
て
深
爪
の
購
入
資
金

等
に
い
ろ
い
ろ
の
間
組
が
あ
る

と
射
い
ま
す
以
仁
の
よ
う
な
不

日
川
た
間
鎚
を
な
′
、
す
た
め
に

は
是
非
農
芸
協
同
組
合
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す

尚
農
家
の
や
様
も
御
痛
知
の
よ

う
に
農
塞
か
っ
か
う
金
は
ひ
′
、

い
利
‥
竺
し
し
か
も
．
．
ケ
咋
桝
田

の
分
割
払
て
推
称
漁
業
小
火
金

杯
か
ら
敵
賢
が
州
来
る
の
で
あ

り
ま
丁
し
か
し
農
林
漁
業
巾
失

念
相
法
に
よ
っ
て
農
業
隼
産
椚

産
の
た
め
農
業
省
か
糾
し
毒
す

一
霊
異
呵
糾
合
に
対
し
て
の
ム
金

融
の
利
仲
を
川
も
と
き
か
l
て
い

る
た
め
に
仙
成
業
協
同
組
ム
日
が
ぺ

い
と
す
べ
て
賢
金
の
融
資
ほ
う

け
ら
れ
な
い
の
「
J
あ
り
ま
す
。

以
上
珊
呼
に
農
芸
協
摘
糾
令
に

つ
い
て
お
仲
ら
サ
し
ま
し
た
が

村
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

一
面
よ
り
の
純
ゝ
J

二
第
正
課
往
会
柁
労
働
侮
設
典

は
七
、
化
．
．
一
．
弗
．
－
前
＝
哩
に

比
疇
し
て
二
七
へ
．
．
棚
減
に

左
っ
て
お
り
ま
す
（
　
そ
の
t
h
㌧

ろ
も
の
は
．
、
各
椰
川
休
へ
帥
助

余
を
走
出
し
て
な
い
こ
し
て
　
二

・
れ
声
丞
仲
川
住
か
ら
補
助
－
小
品

ル
こ
車
業
汗
両
圧
＝
が
揖
州
さ
れ

て
べ
い
∴
い
て
揖
冊
さ
∃
l
L
∴

い
そ
り
H
容
を
廠
心
し
て
最
加

吏
古
い
畑
■
L
J
L
㌻
ろ
・
り
両
で

・
予
」
・
∵
■
、

∴
〃
里
ハ
∴
∴
い
て
両
隼
座
は

政
車
輌
助
か
の
〓
「
、
見
積
等
が

あ
り
ま
■
∴
山
∵
今
宜
庫
イ
謡

叶
度
の
黒
酢
（
失
封
車
某
紳
助

金
言
∴
い
て
は
モ
や
い
起
伏
準

か
ム
∵
∵
∵
例
∴
∴
声
本
村
に
頂
け

・
づ
失
業
対
策
車
け
来
鈍
り
通
椚
レ
〓

「
こ
れ
は
峨
王
女
泣
所
て
。
心
ほ

」
い
り
．
し
め
敬
に
依
っ
て
決
定
で

．
リ
）
　
■
T
t
丹
汁
上
し
∴
卜
一
勅
で

あ
り
ま
す
。
湖
山
会
場
労
働
血

設
増
に
困
明
石
（
二
五
〔
＼
パ

七
七
七
へ
）
　
へ
祝
正
月
に
物

質
を
配
布
J
a
祥
明
雄
の
他
と

し
て
八
∵
ハ
弗
こ
れ
に
つ
い
て

は
前
年
度
定
一
世
相
勺
．
律
圧

C
仙
に
な
っ
て
い
た
の
㌦
†
隼

唯
は
二
弗
そ
れ
に
山
人
H
．
．
九

仙
と
二
つ
∵
お
り
ま
す
㌧
往
杢

車
業
典
に
七
四
■
ゝ
弗
二
日
は
困

窮
世
川
…
の
氾
草
へ
？
．
川
‖
…
の
配

布
、
児
‥
照
射
糾
遇
川
に
於
け
ら

抒
賞
そ
し
て
よ
ろ
正
目
の
離
岬

議
会
に
議
決
に
へ
へ
り
ま
し
ト
ト
昭

彦
隼
七
条
例
∴
よ
り
へ
〇
才
H

L
力
誉
γ
∵
「
∵
仝
「
り
章
鶴
川

坤
の
給
付
漉
し
卜
一
丁
ノ
L
L
J

二
丘
＝
｝
入
行
）
、
バ
イ
汁
抑
川
休

へ
の
ぷ
日
成
補
助
金
し
こ
て
教
育

で
代
り
㌧
▼
一
（
幼
付
閲
二
ヶ
所
の
保

叫
の
給
料
に
へ
、
、
∵
）
弗
圧
‥

乃
冊
り
周
作
に
‥
い
∵
は
椚
肋

た
い
西
客
を
検
討
し
て
補
助
し

て
冒
′
、
、
再
職
業
帥
専
費
に
つ

い
て
は
前
里
囁
同
株
1
、
」
人
婦

人
会
H
等
を
叫
傲
∴
諸
講
習
卓

を
催
し
冥
向
∵
七
・
小
杉
一
発
屁
せ
し

め
一
？
」
比
∵
l
こ
て
か
小
机
棋
力
開

拓
を
計
二
、
リ
、
圧
′
山
他
本
－

就
蛾
首
席
に
枕
的
舵
明
し
〓
∴
J

し
て
は
職
、
石
合
．
伯
訓
鳩
等
の
開

催
そ
し
て
木
上
就
職
宮
上
心
し

て
は
夷
明
′
．
ん
　
「
1
へ
当
．
巨
此
こ

を
出
す
∴
∵
こ
同
情
に
椚
場
閲

情
や
詔
∵
－
〓
′
、
維
持
に
l
r
q
ヒ

七
肋
、
ハ
失
業
射
‥
中
里
十
二
．
．

て
は
現
在
上
付
に
八
二
・
、
の
1
、

・
圭
対
右
車
に
就
七
山
情
け
‖
小
い

り
政
根
補
助
上
山
▼
い
　
て
∵
卜
．
・

な
【
り
村
策
か
出
来
∴
い
い
∵
〓

下
笹
の
㈹
〇
・
■
範
州
M
∴
．
∴
、

て
仁
右
頭
目
、
力
脚
で
の
＝
4
▼
L
h

措
＼
■
言
号
∴
二
一
日
ト
日
ソ
巨
∴
て
皿

一

　

　

　

　

一

、

∴

∴

リ

・

‘

■

．

ノ

　

J

 

l

算
は
叫
、
∵
日
．
．
附
し
∴
ト
」

お
り
ま
す
。

節
穴
ハ
イ
八
保
健
術
隼
雄
に
∵
．
、
一

三
丘
弗
こ
の
内
容
は
H
k
架
病

予
防
賞
に
七
ヤ
八
弗
こ
か
圧
二

畔
坪
火
か
ら
防
咤
葉
∩
州
代
と
し

て
咋
二
回
行
い
％
補
助
て
結
球

紅
へ
配
布
し
M
当
効
県
一
｝
ふ
け

乏
し
仁
の
て
ム
ー
伴
性
は
前
雄
唯

よ
り
∵
、
〕
〔
弗
増
に
し
七
十
∴

坤
の
．
r
研
て
こ
か
か
対
策
を
卜

分
誹
了
り
尚
古
区
Ⅶ
・
」
流
人
山
等
一
，
P
一

凍
－
∵
伽
1
偲
魁
l
ヤ
‥
川
場
を
計

ら
す
い
．
い
一
て
十
十
㌔
里
一
し
お
り
ま

で
。
■
二
嘩
行
一
処
理
場
の
門
理
理

と
清
掃
週
榊
に
放
り
一
り
持
出
等

、
・
ツ
リ
ー
．
4
　
鮎
代
理
∴
川
．
．

．
‖
一
二
山
一
〃
ト
左
八
も
山
は
レ
州

「
八
紘
抑
叫
ハ
経
典
そ
れ
に
り

．
†
畑
一
■
1
　
ト
り
‥
闘
将
竹
山

当
村
の
特
殊
車
情
卜
に
わ
け
る

農
業
経
机
に
つ
い
て
御
韓
調
い

た
た
き
か
ざ
ら
れ
た
仙
“
耕
地
の

高
度
利
川
そ
し
て
近
代
農
業
経

営
に
よ
っ
て
こ
か
が
効
果
を
上

げ
る
べ
く
御
研
鉛
き
れ
て
お
る

こ
と
と
魁
い
ま
す
が
な
に
し
ろ

封
弱
な
農
家
経
済
亡
は
ど
・
つ
に

も
～
＝
来
す
お
こ
ま
り
の
車
と
患

い
ま
す
、
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う

な
開
山
は
仰
最
業
脇
同
約
へ
日
を
つ

′
、
ろ
こ
と
に
上
っ
て
改
差
さ
れ

て
行
′
＼
も
の
で
す
。
列
へ
は
群

愈
（
農
業
緋
苗
資
金
）
が
な
く

こ
ま
つ
て
い
卑
場
合
農
協
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
畏
相
漁
葉
小

央
金
伸
か
ら
融
資
か
州
＝
来
ま
す

又
農
協
里
業
が
軌
道
に
の
ろ
こ

と
に
よ
っ
て
こ
こ
か
ら
の
融
点

も
目
元
も
訳
で
す
そ
れ
に
肥
料

．
飼
料
等
の
典
同
的
人
　
（
安
′
、
購

入
サ
ー
？
）
と
が
柏
葉
も
）
　
申
産

物
の
英
川
根
h
M
（
例
へ
ば
甘
庶

等
は
個
人
仰
人
で
製
純
会
社
へ

飢
・
”
し
て
お
り
ま
√
が
こ
れ
み
一

組
ム
日
を
通
し
て
H
う
こ
と
に
よ

っ
て
農
家
が
利
益
に
た
え
こ
と

が
大
き
い
の
で
あ
り
ま
で
）
等

の
巾
某
を
通
し
て
農
家
の
用
益

に
合
一
？
一
と
が
大
さ
い
の
て
あ

り
ま
ー
三
一
㌧
こ
て
村
民
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
こ
れ
を
御
理
解

い
ト
ト
だ
さ
ま
し
て
早
急
に
糾
合

肌
祀
h
l
′
が
出
来
ま
r
よ
う
御
協
り

を
村
紺
所
課
ル
に
農
業
脇
目
組

ム
日
仏
祀
・
ユ
彗
鱒
八
六
∵
ほ
豆
∴
か

け
て
お
り
鼠
1
。

、
－
‥
り
∵
綜
′
・
）

′

1

〝
人
事
往
来
″

′
永
い
榊
仲
・
肺
に
h
h
つ
て
お
り

ま
‘
′
有
村
課
し
′
、
小
二
L
r
つ

た
い
日
日
．
日
日
千
・
つ
っ
て
叛

の
桔
∵
∬
巨
人
車
か
．
〓
わ
か
ま

し
い
一

紘
〃
耕
し
沖
－
推
古
り
値
　
（
．
川
1
律
▲

‖
両
誹
h
J
川
▼
札
両
淋
ユ
周
明
‘
…
八

郎
　
（
州
l
り
政
課
し
）
　
椚
此
誹
に

叫
蛾
ポ
一
・
（
前
里
腔
誹
－
什
）

粁
ノ
…
課
し
八
十
糾
い
・
（
沼
什
）

目
性
叫
山
車
り
m
山
へ
‖
理
化
伸

・
■
ノ
、
車
刷
打
了
L
r
i
r
．
ソ
：
l
：
′

■
〓
ん
∴
∴
　
■
仁
山
1
・
ノ
′
一

′

．

■

■

′

ノ

　

い

・

ノ

　

】

」

▲

’

H

J

言

　

　

－

■

・

（総務課）

山
日
栄
二
郎
　
（
．
削
建
設
劇
）
促

槌
和
牛
係
へ
、
徳
里
此
瞞
　
（
＝
削

評
済
課
）
什
民
登
録
係
へ
、
徳

川
米
√
（
．
削
議
会
1
i
務
同
　
1
I
F

記
）
庶
務
係
へ
。
高
摂
政
助
社

会
里
美
係
か
ら
庶
務
係
へ
、
池

原
初
r
庶
務
係
か
ら
擢
〝
帰
柵
に

引
腸
半
荘
係
へ
、
下
城
Y
ぺ
件
．
1

援
護
係
か
ら
社
公
昭
業
椿
へ

（財政l謀）

兼
村
芯
信
（
耐
紋
所
∬
）
徴
税

係
へ
、
‖
ハ
栗
城
工
信
（
前
抒
折

戯
）
徴
税
操
へ
、
平
良
良
鵬
（

前
沼
折
川
）
徴
税
康
へ
、
新
山

書
√
（
′
－
川
建
設
翔
）
諸
証
明
発

‖
係
へ
、
大
域
千
枝
、
諸
鷹
明

先
日
係
か
ら
州
別
墨
へ

（据折劇）

択
峨
安
東
（
前
葎
完
盟
灘
）
粗
暴

係
へ
、
伊
波
艦
石
　
（
前
財
政

顔
）
統
計
刊
廠
徳
へ

（建設l諜）

小
硬
一
成
（
前
脚
折
厳
）
土
木

係
へ
、
鳥
頒
春
．
r
　
（
前
脚
政

謂
）
失
対
里
美
係
へ
、
金
城

明
は
祁
係
か
ら
水
道
係
へ

（
新
採
用
の
部
）

消
印
岬
常
腫
運
配
下
豆
誠
一
侶
宿

便
1
．
平
川
安
雄

（
議
会
1
i
弼
局
〕

柁
峨
満
　
（
倒
産
弼
誹
）
車
西
村

吾
記
へ

八
木
村
育
英
ム
ム
の
即
車
酢
…
車
評

議
日
が
新
し
／
、
七
月
一
日
付
一
ヤ

も
っ
て
議
会
の
同
意
を
縛
村
長

か
ら
作
品
き
れ
ま
し
た
。

理
車
　
（
氏
名
）

余
最
高
鰻
感
光
、
副
会
し
律
戒

古
り
徳
、
即
車
節
目
止
描
、
・
‖

浜
潮
水
、
肪
址
利
潤
、
ケ
一
汁
高

値
ル
「
、
吾
記
藤
里
睾
／

粁
…
車
（
．
．
名
）

伊
礼
武
、
輿
局
電
車

が
吊
誼
．
〓
　
（
卜
名
）

伊
波
直
淵
、
草
城
高
削
、
油
元

日
い
、
紹
慶
次
・
想
二
．
、
鞘
〓
ハ
′

八
、
鳩
桂
川
1
…
、
比
∴
加
刷
櫨
、

㍑
某
日
勅
、
里
城
疋
一
、
、
叫
城

∴
加
r
納
付
駄
作
牛
信
正
井
出
」

ル
、
．
∵
ケ
r
ソ
目
し
人
し
こ
氏
㍑
．
巧

い
〃
れ
ム
ー
ー
∴
ト
予
ノ
鳥
巧

の
′
佗
汀
に
村
一
項
ホ
「
亘
∵
一
川

一
．
、
日
立
し
い
．
。

今
月
の
土
木
工
等

失
対
事
業
で
九
区
地
内

排
水
路
工
事
始
ま
る

村
役
所
建
几
皿
誹
七
は
、
一
九
六

四
隼
修
一
、
四
半
期
架
対
小
葉

と
し
て
村
道
廊
卜
八
‥
り
舘
（
研

削
通
り
か
ら
∵
り
線
に
通
り

ろ
道
路
）
許
に
水
等
道
路
（
カ

ル
テ
ツ
々
■
又
の
処
）
　
の
用
水
工

車
（
▲
良
さ
三
几
丘
米
）
が
上
る

七
日
九
日
か
ら
右
手
き
れ
ま
し

た
こ
の
個
所
は
雄
水
細
石
な
′
、

降
雨
時
に
は
汚
水
が
附
近
住
家

へ
流
れ
こ
み
又
追
跡
の
維
持
門

前
刑
に
於
い
て
も
排
水
撤
が
な

′
、
降
雨
の
際
に
鞘
両
の
流
失
不

法
建
築
等
が
あ
り
道
路
簡
卸
元

に
保
鍵
箱
生
面
に
女
帝
を
き
た

し
て
い
た
も
の
て
こ
の
挿
水
鉛

が
出
栗
え
ご
丁
こ
に
上
っ
て
前
記

の
作
は
改
消
さ
れ
附
近
採
油
た

村
発
展
に
大
き
ィ
、
零
－
i
す
ら
車

が
州
来
る
こ
と
と
憩
い
ま
す
。

六
区
地
内
新
設
道
路
工
事
近
く

完
成
t
費
二
、
六
九
〇
ド
ル
で

相
律
叫
川
一
札
祀
誹
　
▼
托
、
か
ね
て

か
ら
人
は
川
代
よ
り
要
望
き
れ

て
お
り
ま
L
L
、
∴
区
地
川
添

設
損
・
ユ
路
∫
車
を
来
ろ
八
日
．
．
行

目
・
歳
r
納
付
上
里
侮
日
条
例
に

よ
り
競
竹
入
札
に
目
し
ト
ト
と
こ

一
り
北
谷
付
す
砂
川
7
．
回
几
番
地

合
流
丈
．
ハ
往
あ
ヤ
■
へ
し
鯉
㍊
代
衣
宵

翁
k
快
い
氏
が
．
∴
、
‥
へ
札
′
ド

ル
　
（
追
捕
ム
l
h
二
七
八
来
由
」

∵
、
六
川
米
）
　
∵
廠
札
∫
車
や

進
め
て
い
ろ
も
山
こ
こ
の
エ
1
i

の
約
・
八
㌧
ん
か
ハ
疋
成
し
て
お
り

七
日
小
に
は
｛
川
代
r
ち
こ
と
に

h
㌧
つ
て
お
り
ま
す
。
凋
こ
の
一

程
は
射
り
民
雫
が
ト
L
ち
ぢ
わ
び

丈
雄
軍
さ
さ
l
つ
つ
あ
り
、
へ
「
迄

道
路
が
h
？
、
不
仲
を
憾
じ
て
い

た
と
こ
ろ
一
一
し
こ
の
道
路
が
∫
＝
来

る
こ
と
に
よ
っ
ご
交
通
の
性
が

良
′
、
七
一
〇
と
L
J
も
に
区
溝
に
相

の
発
展
一
い
人
ヽ
三
雄
㌧
す
る
車

が
出
来
ろ
も
の
し
】
l
く
民
は
よ
ろ

二
人
で
お
り
ま
丁
。

世
界
平
和
を
祈
念
し
て

慰
霊
祭
挙
行

消
防
地
卜
水
槽
工
事

工
費
一
、
七
七
〇
ド
ル

で
着
工

嘉
手
納
村
役
所
建
設
課
で
は
、

日
本
政
府
援
助
に
よ
る
椚
防
地

下
水
麿
の
エ
弔
入
札
を
去
る
六

円
∵
「
七
日
行
っ
た
と
こ
ろ
金
棒

細
　
（
二
鳩
－
一
、
一
八
〇
ド

ル
）
”
酬
谷
共
進
株
式
会
社
（
一

構
1
五
九
〇
ド
ル
）
が
そ
れ
ぞ

れ
‖
新
札
工
車
に
ポ
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
こ
の
他
下
水
槽

は
一
二
基
で
り
政
穏
助
八
八
九
ド

ル
付
爪
か
l
八
八
丘
ド
ル
水
容
‥
心

は
一
鳩
で
二
C
J
．
〃
米
　
（
約
．

一
．
一
石
）
設
担
場
所
ム
区
地
内

山
ヶ
所
九
区
地
内
∴
ヶ
所
に
㍑

関
す
る
車
に
な
っ
て
お
り
ま
↓

現
在
村
に
は
、
十
川
桐
の
消
化

柏
と
三
縄
の
血
卜
水
冊
．
ひ
札
ペ
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
か
諸
地
域
に

は
消
防
施
設
か
た
く
村
民
　
l
亡
．
り

こ
れ
．
ひ
設
置
〃
い
要
望
か
あ
っ

ト
∵
U
の
∵
ご
】
れ
か
几
成
れ
さ
れ
一
つ

車
∴
よ
っ
て
．
門
と
招
来
丁
．
日
動

か
H
′
、
七
一
り
こ
と
と
地
域
圧
艮

よ
㍉
ト
ム
一
∵
－
は
れ
l
て
い
り
．
り
点
し
－

尚
日
代
山
情
は
に
脚
蹴
り
わ
町
、

い
し
た
い
一
二
と
は
、
こ
れ
芳
強

化
吠
物
の
冊
川
■
に
消
火
一
満
州
に
廿

丹
‥
に
な
る
椛
へ
㌧
物
（
那
申
、
・
〓

パ
日
等
）
　
を
吊
か
ぺ
い
上
■
ノ
り
‥
＝
J

釣
川
∴
号
叫
一
／
か
け
　
∴
γ
リ
・
“

l
●
∩

相
投
西
北
に
点
字
納
打
払
軋
七

井
酢
に
上
も
射
ろ
群
小
十
一
句
∴

日
．
．
．
．
〓
肘
烏
山
‖
′
．
早
′
〓
さ

か
ま
■
∵
。
こ
い
射
立
㌫
亘
に
圭

■

－

、

．

．

・

・

・

－

　

　

　

、

　

▼

　

暮

．

r

つ
∴
眉
∵
沃
ノ
申
．
＋
．
L
T
一
－

′
、
批
正
⊥
l
‥
リ
‖
ト
ト
＝
バ
い
い
裾
を

i
・
＝
〓
　
▲
い
い
悪
㍑
ソ

わ

け

一

・

－

　

　

　

”

の
し
十
り
∵
座
り
．
ノ
　
∵

直
り
「
∴
H
〃

｝
「
‥
．
し
■
目
し
〃
車
／
〓
エ
∴
机
ぺ
ト
ト

㌧

！

ノ

皿

　

　

ノ

・

　

′

r

 

L

－

I

　

　

　

ノ

ト
　
　
　
　
　
．
・
1
．
　
　
1
・
・
．
．

い
　
■
十
∵
。
⊥
∵
∴
　
■
■
〓
い
日
劇

い
け
は
‥
九
八
し
り
ー
一
．
八
に

付
目
外
山
申
J
l
l
頼
れ
∴
‖
予
小
等

の
押
附
．
、
∵
U
∴
血
∵
∵
n
h

∵
伸
∵
け
さ
㍉
∵
二
二
∴
∴
〓
‥
路
叫

役
目
が
肌
パ
ル
　
十
日
目
に
ト
■

‥
∴
、
敵
〃
け
∴
小
′
、
叩
．
7
、
∵

拭
い
‖
来
車
…
L
H
∴
1
日
一
り
■
隼
け
”

㌧
友
田
．
㌧
“
り
‖
≠
∴
叩
肌
肱

で
　
日
日
り
直
J
J
い
れ
い
加
㌧
・
折
り

粧
〃
十
和
・
小
机
㌧
．
‖
■
、
毎
封
揖

小
山
㍗
・
り
㍍
り
一
t
お
り
ヱ
T
。

日
本
脳
炎
其
の
他

消
化
器
系
伝
染
病

予
防
に
つ
い
て

毎
雄
豆
李
の
訪
れ
と
八
に
日
本

脳
炎
邦
の
他
消
化
耶
糸
山
染
病

（
七
と
し
て
ホ
刷
、
腸
チ
フ
ス

企
申
お
）
患
者
の
発
住
が
子
規

き
れ
各
家
庭
に
於
て
は
そ
の
下

防
対
策
を
充
分
誹
じ
て
い
ろ
こ

と
と
患
わ
れ
ま
す
か
、
左
ぶ
h

遮
柄
に
関
す
る
質
料
専
制
参
名

ま
て
に
御
知
ら
せ
し
村
艮
外
信

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
r
n

∧
日
本
脳
炎
に
つ
い
て

日
脚
し
に
暑
′
、
た
る
に
従
っ
て

日
本
脳
炎
患
者
が
次
々
と
発
什

し
て
け
‥
り
ま
す
。
∩
木
偶
か
、
は

柁
亡
率
が
高
7
、
両
も
．
い
供
に
か

か
り
や
す
い
上
に
拾
つ
て
も
、

r
r
、
足
の
献
坤
や
知
托
節
理
‥
等

か
権
道
症
と
し
て
永
′
、
閂
る
の

が
少
ぺ
ノ
、
あ
り
ま
せ
′
′
1
∩

そ
の
予
防
法
と
し
て
次
の
車
柄

に
往
点
し
ま
し
ょ
う
。

L
蛇
す
な
わ
ち
ホ
ー
ム
一
フ
山
発

生
場
一
両
を
徹
底
的
に
た
′
、
丁
車

2
．
皮
は
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う

に
必
ぜ
蚊
帳
を
つ
っ
て
寝
る
里

3
．
旗
桐
で
椚
雨
日
光
に
当
ら
h
㌧

4
．
過
労
し
な
い
よ
う
に
一
て
し
て

睡
眠
一
小
鬼
分
と
る
車

5
．
作
の
持
合
が
悪
か
つ
た
ら
皿

′
＼
躍
如
∴
見
て
H
う
車

ハ
消
化
郡
系
k
葉
柄
に
つ
い
て

消
化
潜
重
い
吏
柄
は
主
と
し
て

病
原
伯
に
依
っ
て
汚
染
さ
れ
た

下
や
食
的
、
水
軍
に
よ
っ
て
広

葉
さ
れ
ろ
も
め
て
左
記
の
点
キ

注
意
す
る
車
か
肝
要
で
あ
る
。

L
川
便
経
、
調
理
前
、
食
再
前

は
必
ず
ハ
け
ん
て
手
を
洗
う
背

2
．
小
水
は
呑
ま
な
い
事
、
必
ず

揮
い
沸
又
は
カ
ル
キ
に
依
ろ
椚
逼

後
√
け
む
車
。

3
．
手
寸
か
ふ
の
猥
「
や
食
物
く

は
親
の
止
っ
た
食
物
は
絶
対
に

日
に
し
〃
い
よ
う
注
意
す
る
車


